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非常用 自宅が被災した時や、被災する可能性があるときは安全な場所に避難し、避難生活を送ること

になります。非常時に持ち出すものをバッグなどに入れ、すぐに持ち出せるよう準備しましょう。持ち出しリスト

飲料 タオル類 携帯トイレ マスク 衣類大きなビニール袋
懐中電灯
（電池含む）

携帯ラジオ
（防災ラジオ）

食料品
（缶詰、ビスケット等）

救急用品
（ばんそうこう、
包帯、消毒液など）

持病の薬、メガネ
アレルギー食など
自分に必要なもの

赤ちゃん用品、生理用品など、
家庭の事情に合わせて必要な
ものを追加しましょう。

▶最低でも3日分、できれば1週間分の食料、飲料水(1人当た
り1日3リットルが目安)などを備蓄しておくことも大切です。

▶高齢者・障がい者・妊産婦・外国人など、特定の人だけが必要とするものは、支援する側
も気付きにくく配給されないことがあります。自分自身で備えておくことが必要です。
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警戒レベル危険度

低い

高い

避難情報等状況 住民が取るべき行動

緊急安全確保※１災害発生または切迫 命の危険ただちに安全確保

警戒レベル４までに必ず避難！

避難指示災害のおそれ高い 危険な場所から全員避難

高齢者など避難※2災害のおそれあり 危険な場所から高齢者などは避難

大雨・洪水注意報（気象庁）など気象状況悪化 自らの避難行動を確認

早期注意情報（気象庁）今後気象状況悪化おそれ 災害への心構えを高める

※1）災害の状況を確実に把握できるものではないといった理由から、警戒レベル5は必ず発令されるものではありません。

※2）警戒レベル3は、高齢者でない人も必要に応じ避難の準備を始め、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
豪
雨
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、日
頃
か
ら
防
災
知
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
や
非
常
用
持
ち
出
し
品
の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。災
害
発
生
の
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
は
、テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
気
象
情
報
を
収
集
し
、早
め
の
避
難
が
肝
心
。

今
一
度
、家
族
や
隣
近
所
の
方
た
ち
と
防
災
情
報
の
共
有
や
話
し
合
い
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

６月２日に発生した大雨による土砂崩れの現場。復旧作業を行う作業員の姿を写真左下に確認できる。
（吉野山の林道吉野大峯線・７月５日撮影）

防災マップの確認

01

防災マップには台風、豪雨などの自然災害が
発生した場合の被害の予測や、避難に必要な
情報が掲載されています。

●自宅のある場所や近隣の土砂災害警戒
区域・洪水浸水想定区域などを確認

●災害の種類に応じた、自宅に近い避難所
を確認

●防災マップは町ホーム
　ページにも掲載

ポ
イ
ン
ト

マイ・タイムライン（事前防災行動計画）

02

マイ・タイムラインとは余裕をもって安全に避
難するため、自分自身がとる避難行動をあら
かじめ決めたものです。

●洪水や土砂災害が想定される場所を避
けて避難できるよう、経路を決める。

●家庭や地域で話し合いながら、実際に避
難経路を歩き、家族構成や生活環境に
合った行動を検討しておく。

地域のつながりを大切に

03自分や家族の身は自分たちで守る「自助」、近

隣住民など地域で助け合う「共助」が、災害に

よる被害を小さくする大きな力となります。ま

た、身の回りの人を助けるためには自分自身

が無事であることが大事です。「自助」があっ

ての「共助」となります。いつ来るかわからな

い災害に備えるため、普段から地域のつなが

りを大切にしましょう。

準備はできていますか？～災害に備えて～

自分と家族

地域・町内会

共
助
共
助

行政機関

公
助
公
助

ポ
イ
ン
ト

自助自助
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「避難行動要支援同意者名簿」
登録の同意申請書を送付します

８月中旬ごろに右記対象者へ同意申請書を送付し

ます。同意する、同意しないに関わらず必ず提出し

ていただきたい書類です。お手元に届きましたらご

確認をお願いします。

▶避難行動要支援同意者名簿とは？

大規模災害に備え、あらかじめ避難支援関係機

関に提供する名簿です。

町では災害時にも業務を継続するため、災害対策

本部の設置場所として町中央公民館や吉野運動公

▶対象者

在宅で生活している方のうち、下記のいずれか
に該当する方（すでに、同意申請書の提出済みの
方を除く）

①介護保険制度における要介護・要支援者

②障がい者　

③妊産婦・乳幼児（未就学児とその母親）

④難病患者　　⑤日本語に不慣れな外国人

⑥その他（65歳以上の１人暮らしの高齢者・夫婦
のうちいずれかが80歳以上の世帯）

問長寿福祉課
　NTT・・・℡(32)8856　IP直通・・・℡(39)9078

柳地区防災学習会の実施

６月２１日、中竜門地域振興センターにて、柳地区の
防災学習会が開催されました。６月の大雨で、柳地
区においても土砂崩れ等の被害を受け、柳地区と
して具体的な課題の抽出や平常時からの備えの大
切さについて、改めて学習する機会となりました。
まず、町総務課より災害のタイムラインに即した防
災・避難行動についての説明が行われました。災害
で一番大切なことは「命を守ること」であり、日頃か
ら自分の住んでいる地域の災害危険度を防災マッ
プで把握しておくことや、非常持出品の点検、避難
経路の確認等が重要です。

その後、地域ごと（田

尻・中央・中村・別所・

上柳）に分かれ、現状

課題と今後の取り組

みについて話し合

い、各地区ごとの状

況を発表することで、

柳地区全体で情報を共有しました。備蓄品の不足、

危険箇所の確認、避難経路の確保等に課題がある

ため、今後継続して話し合いや避難訓練等を実施

していくとのことです。

総務課では地域に出向き、このような学習会への

参加を実施しています。

問総務課危機管理室　℡(32)3081

地域防災力の向上

▲各地区ごとのグループワーキング

ご確認ください

危機管理体制
（災害対策本部機能）の拡充

園体育館を想定しています。
また新庁舎移転までの暫定的な措置として、地震
等の大規模災害発生時に十分な災害対策機能を
確保するために、老朽化した本庁舎に隣接した町
中央公民館（耐震工事済）の５階に本部機能を開設
できるよう、机やモニタを配置しました。普段は会
議室や防災学習スペースとして利用することも計
画しています。問総務課危機管理室  ℡(32)3081

災害に備えて
CVY１１チャンネ

ルで放送する災害

情報（文字ニュー

ス）をウェブで確認

できます。（ストリ

ーミング放送）

CVＹ
ストリーミング

放送

緊急情報

CVYや町ホームページから緊急情報

メール配信

登録用２次元

コード

吉野町公式LINE・メール配信・防災情報など

@yoshino_town 気象庁キキクル

大雨による災
害が発生する
危険度を確認

援
の
受
入
等
、災

害
発
生
初
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機
の

対
策
を
、
時
を

追
っ
て
疑
似
体
験

す
る
こ
と
に
よ

る
、職
員
の
災
害

初
動
行
動
の
理
解

と
、危
機
意
識
の

向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。当
日
は
、県
広

域
消
防
組
合
か
ら
本
部
職
員
や
吉
野
消
防
署

員
２0
名
と
町
職
員
52
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
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で
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、役
場
に
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や
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土
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事
務
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な
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か
ら
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せ
ら
れ
る
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況
や

救
援
要
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な
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の
情
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を
整
理
・
分
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し
、そ
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ぞ
れ
の
担
当
へ
伝
達
。各
担
当
班
に
お
い
て

対
応
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
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た
。

終
了
後
に
は
、班
ご
と
に
訓
練
を
振
り
返
り
、

情
報
共
有
や
連
絡
調
整
な
ど
の
難
し
さ
が
課

題
と
し
て
挙
が
り
ま
し
た
。今
後
、課
題
を
総

務
課
で
整
理
し
、業
務
継
続
計
画（
B
C
P
）

の
検
証
を
行
い
、必
要
な
場
合
は
吉
野
町
防

災
計
画
へ
の
反
映
を
行
う
予
定
で
す
。

中
井
町
長
を
本
部
長
と
し
て
町
災
害
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、６
月
２４
日
に
町
中
央
公
民

館
で
災
害
図
上
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ

は
、大
型
台
風
接
近
に
よ
る
大
雨
・
河
川
増
水

等
に
よ
る
被
害
を
想
定
し
て
行
っ
た
も
の
で
、

各
班
に
お
い
て
関
係
機
関
と
の
連
携
、被
害
状

況
の
把
握
、医
療
救
護
、物
資
調
達
、人
的
応

「自分の命は自分で守る」という意識を一人一

人が持つことで減災につながります。早めの

避難を心がけてください。町では住民の皆さ

んに災害情報を迅速に伝えるために音声告

知放送、メール配信、CVY１１チャンネル、各

SNSなど様々なメディアで情報を発信してい

ます。自分の命を守るために、日頃から情報

収集手段や備蓄品の確認などをお願いします。

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
協
力

　
　

町
職
員
災
害
図
上
訓
練
実
施

総務課　東主任
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